
評　価　細　目 説　明　欄

(1)高潮対策事業
　計画事業量について、計画期間内に完了している。

(2)海岸環境整備事業
　計画事業量について、計画期間内に完了している。

(3)漁業集落環境整備事業
　計画事業量について、計画期間内に完了している。

(1)高潮対策事業
　他事業により継続して海岸保全施設の整備を行っているが、護岸改良を行った
ことにより、安全を確保することに効果があったと判断できる。

(2)海岸環境整備事業
　老朽化している照明施設の改修を行うことで、景観や安全性を改善し、海浜利用
を増進することに効果があったと判断できる。

(3)漁業集落環境整備事業
　策定した機能保全計画により、老朽化している漁業集落排水施設の保全工事を
実施しており、安定的な排水処理に効果があったと判断できる。

(1)高潮対策事業
　本事業での、海岸保全施設の改良予定延長については、 完了している。

(2)海岸環境整備事業
　整備対象地区における年間来客数は、コロナ禍以降減少し、目標の達成に至ら
なかった。

(3)漁業集落環境整備事業
　機能保全計画の策定予定箇所については、全て策定が完了しており、目標を達
成している。

今後の方針

評価指標
（実績）

計画の目標を達成するため、以下の整備を実施しました。

(3)漁業集落環境整備事業：漁業集落排水施設における機能保全計画の策定率（計画：100％→実績：100％）
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項　目 評　価

○

○

(1)高潮対策事業：津波から背後集落を防護するための護岸改良（計画：120m→実績：120m）

(2)海岸環境整備事業：整備対象地区における年間来客数の増加（計画：947千人→実績：651千人）

・漁業集落排水施設については、漁村整備事業により、整備を進めていく。

・海岸環境整備事業を行った青島漁港海岸については、海岸保全施設や植栽を含め、整備・維持を行っていく。

・高潮対策事業を行った土々呂漁港海岸については、海岸保全施設整備事業により、今後も継続して整備を進めていく。

交付対象事業
の進捗状況

　計画していた事業量が計画終了
時点できちんと完了しているか。

計画期間 平成30年度～令和３年度（4年間）

(3)老朽化している漁業集落排水施設の機能保全計画を策定することで、安定的な排水処理を行うことを目標とする。

評価指標
（計画）

計画の目標を達成するため、以下の整備に着手します。

(3)富土、夫婦浦、宮野浦、島野浦、通浜（漁業集落環境整備事業）
漁業集落排水施設における機能保全計画の策定率（100％）
 ※機能保全計画策定率＝機能保全計画策定施設数／機能保全計画策定予定施設数

(1)海岸保全施設の改良を行うことで、漁港漁村を津波から防護し、生命財産の安全を確保することを目標とする。

(2)老朽化している照明施設の改修を行うことで、海浜利用を増進することを目標とする。計画の目標

(1)土々呂漁港海岸（東浜）（高潮対策事業）
 津波から背後集落を防護するための護岸改良（120m）

(2)青島漁港海岸（海岸環境整備事業）
整備対象地区における年間来客数の増加（H29年度：904千人→R3年度：947千人）

対象市町村 延岡市、川南町、宮崎市、日南市

農山漁村地域整備計画　事後評価調書

計画の名称 『日向灘沿岸漁村地域整備計画（第１期）』

計画策定主体 宮崎県

○

○

事業効果の
発現状況

　事業目的に対して効果が発現で
きているか。

○

○

成果目標の目標
値の実現状況

　定量的指標について、目標を達
成できているか。

○

△

○


